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岡本侑也さん応援レポート
宮沢賢治音楽の世界

朗読「セロ弾きのゴーシュ」から～ピアノとチェロにのせて～
2015年８月26日（水）

呉市文化ホール(広島県呉市）

宮沢賢治の世界をチェロとピアノと朗読で

広島県呉市。穏やかな瀬戸内海と山々に囲
まれた自然豊かで温暖な気候風土に育まれ
たまち。

自然の良港であり、古くは村上水軍、明治以
降は帝国海軍、現在は海上自衛隊の拠点で
あり、戦艦大和が建造された場所としても知
られる。

その呉市で、開催される「宮沢賢治音楽の
世界朗読『セロ弾きのゴーシュ』から ～ピア
ノとチェロにのせて」。
宮沢賢治の世界を朗読と音楽で描くというこ
の企画、岡本さんのチェロ、小山実稚恵さん
のピアノ、名取裕子さんの朗読によって展開
される。

会場は呉市文化ホール。

主催は（公財）呉市文化振興財団、
呉市、広島テレビ。

花巻出身の宮沢賢治。
チェロを抱えて上京したと
言われている。

賢治の作品「セロ弾きのゴーシュ」の
に合わせて、岡本さんにより賢治の
愛したチェロの音色が奏でられる。

会場である呉市文化ホール。
周囲の緑に建物のレンガ色がよく映える

呉駅と駅前の様子。
駅の発車チャイムはアニメ「宇宙戦艦ヤマト」の主題歌。
なるほど「戦艦やまと」つながりです。
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劇中の人を務めながら難曲をさらりと披露

第一部、小山実稚恵さんのソロ演奏が始まる。
賢治と同じ岩手ご出身の小山さん、賢治の世
界への思いを込めて演奏される。

チャイコフスキー国際ピアノコンクールとショパ
ン国際ピアノコンクール、世界三大国際ピアノ
コンクールのうち、二つに入賞されたのは、こ
れまでのところ日本人では小山さんただお１人。
両コンクールで審査員を務められたこともある。

演奏されたのは、賢治のコレクションにあった
とされる作曲家の曲。
リスト 「愛の夢」 第３番、
ショパン 「アンダンテ スピアナートと華麗なる
大ポロネーズ」、
バッハ/ブゾーニ「シャコンヌ」と続く。

アンコールの拍手に応えて、ショパン「子犬の
ワルツ」が演奏された。

第二部、舞台は一転。

照明を落とし、チェロの岡本さん、ピアノの
小山さん、朗読の名取裕子さんの３名にス
ポットライトが当てられる。

宮沢賢治の『セロ弾きのゴーシュ』の朗読が
始まる。

町の活動写真館の楽団でセロを弾く係りの
ゴーシュ。演奏会のための楽団練習では、
上手く弾けずに楽長から怒られる日々。

ベートーヴェン第６交響曲「田園」を演奏す
る岡本さんの前には譜面台。

『・・・ゴーシュは顔を真っ赤にして、額に汗
を出しながら・・・』名取さんの朗読の声が重
なる。

ゴーシュらしく、譜面台を凝視して演奏する
岡本さん、いつもの演奏会では見られぬ場
景だ。

『おい！ゴーシュ君!!』と楽団長名取さんが、

声を荒らげる場面では、首をすくめて、ぴた
りと演奏の手を止める。立ち上がってペコリ
とお辞儀するなど、岡本さん、なかなかの演
技派でもあるよう。

深夜まで懸命に練習するゴーシュのもとに、つぎつぎと動物たちが
やってくる。

声色を自在に替えての名取さんの朗読に合わせ、岡本さんのチェロ、
小山さんのピアノが、賢治の幻想的な世界を描き出す。

三毛猫にリクエストされたシューマン「トロイメライ」。チェロの音色が
しっとりと響く。

野鼠の親子に聴かせたラプソディーは、ポッパーの「ハンガリー狂詩
曲」。雄大かつ躍動的な演奏が聴衆を一気に魅了する。

ラストは同じくポッパーの「妖精の踊り」。プラハ生まれのチェリストに
してチェロ曲の作曲家であったポッパー。速いテンポでチェロの技巧
を存分に必要とするこの曲を、岡本さん、見事に弾きあげた。
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ゴーシュになりきり賢治の世界を表現

アンコールの拍手に応えて、サン=サーンスの
「白鳥」が演奏され、演奏会は終了した。

聴衆はもちろんのこと、

小山さんも名取さんも、難技巧を要する曲を見
事に演奏しつつ、ゴーシュ役の務めを果たした
岡本さんに、惜しみない拍手を向けてくださっ
ていた。

音響が素晴らしく、緩やかな傾斜だが、ワンフロアでステージが見やすいホール。収容600名のホールでオーケストラコンサートは贅沢！

楽屋前にてパチリ。
小山さん、名取さんとのスリーショットは
取りそびれ残念。

終演後の岡本さんに、ひとこと伺おうとす
るも、音楽界の大先輩と、オーラ輝く大女
優さんを前に、遠慮気味。

「朗読に合わせ、劇中の人として演奏する
のってどうですか？」と話を振ると、

「いや～、大変です。合わせとか」と爽や
かな笑顔を返してくれた。

ミュンヘン音楽大学在学中の岡本さん。
すでにミュンヘンに戻り、次はプラハでの
演奏会に出演予定とのこと。

岡本さん、素敵な演奏でした。
また聴かせてください！

２階席には「音楽鑑賞会」の
地元の高校のみなさん

≪プログラム≫

〈第一部: 小山実稚恵さんソロ〉
リスト 「愛の夢」 第３番
ショパン 「アンダンテ
スピアナートと華麗なる大ポロネーズ」作品22

バッハ/ブゾーニ「シャコンヌ」

アンコール曲：ショパン「子犬のワルツ」

＜第二部：チェロ・ピアノと朗読＞
「セロ弾きのゴーシュ」から
ベートーヴェン 「田園」
シューマン 「トロイメライ」
ポッパー 「ハンガリー狂詩曲」op.68
ポッパー 「妖精の踊り」

アンコール曲：サン＝サーンス「白鳥」

呉市文化ホールは客席数1,802席。
落ち着いた色調に照明が映える。
写真は終演後の客席。
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【コンサート・フライヤー（表）】
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【コンサート・フライヤー（裏）】
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【当日配布プログラム（表紙）】
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【当日配布プログラム（１ページ）】
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【当日配布プログラム（２ページ）】
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【当日配布プログラム（裏表紙）】


